
2023年5月、新型コロナウイルス感染症が5類感染症

に移行した際、羅針盤に「喉元過ぎれば熱さを忘れる」と
題して、感染症法上の分類が変更されても、コロナ禍の

「熱さを忘れる」ことなく、この経験、実績を皆で共有し、

将来の医療介護施策に活かさねばならないと訴えた。

それから3年を経た現在、「羅針盤」の警鐘は活かさ
れているであろうか。小職の答えは「ノー」である。ご承

知のとおり、報道される機会こそ減ったが、新型コロナウ
イルス感染症患者は、いまなお発生し続けている。2024

年の新型コロナウイルス感染症による死亡者数は、季節

性インフルエンザの10倍にあたる約3万5千人を数え、わ
が国の死因の第8位であった。亡くなられた方の97％は
65歳以上の高齢者が占めていた。新型コロナウイルス
感染による入院届け出数については、2025年の調査に
よると届け出総数64,616件のうち約半数が80歳以上、約

4分の3が70歳以上であった。気になる集団感染の発生

状況については、2025年実施の東京都集団感染事例

調査によると、集団発生した約7割が高齢者施設等の社

会福祉施設であった。このような現状を鑑み、一般社団

法人東京都老人保健施設協会（都老健）は2026年1月

以降の半年間の新型コロナウイルス感染症発生状況に
ついて調査を行った。回答があった71施設中、半数近

い33施設で感染発生が認められた。さらに33施設中、

20人以上の感染発症が5施設、10～20人未満の感染

発生が9施設あり、本調査からも高齢者施設で感染者

が出ると集団感染化するリスクが少なくないことが理解で
きた。そもそも高齢者施設にはさまざまな疾病や障害をも
つハイリスク者が多く、加えて密な集団生活、身体接触

を伴うケア提供等 ク々ラスター化しやすい条件がそろって
いる。特に老健施設は地域に開かれた在宅復帰、在宅

生活を支援する高齢者施設であるため人の出入りも多

く、さらに感染リスクは高くなる。

そこで頼みとなるのが感染予防、重症化予防効果の
あるワクチン接種である。WHOは現在も高齢者、ケア
施設・長期療養施設の入居者、中重度の免疫不全者

を最優先として定期的なワクチン接種を推奨している。

英国の公衆衛生担当大臣も高齢者、介護施設入所者、

免疫不全者に引き続きワクチン接種を提供すると述べて
いる。一方わが国では季節性インフルエンザワクチンと
同様のB類定期接種に位置づけられた結果、ワクチン接

種率は激減しインフルエンザワクチンよりはるかに低くなっ
た。接種率が減少した背景であるが、時事通信社・地

方行財政調査会が109団体（政令指定都市、中核市、

県庁所在地、東京特別区）を対象に実施した「新型コロ
ナワクチンの定期接種対象者の自己負担額と接種率に
関する調査」が参考になる。回答した106団体（回収率

97.2％）のうち、前年度と比較し、ワクチン接種の自己負

担額が増加したのが84団体、ワクチン接種率が低下し
たのが101団体であった。接種率の上位は、自己負担額

2,500円の東京都北区の29.6％、自己負担が無い渋谷区

の27.5％、75歳以上の自己負担が無い荒川区27.2％と
続く。本調査から、自己負担額が高いほど接種率は低く
なる傾向が明らかになった。命を守る重要な施策が住

所地により異なることは看過できない。そこで去る7月14

日に開催された公益社団法人東京都医師会定例記者

会見で「高齢者施設における新型コロナワクチン接種の
必要性」と題して、新型コロナウイルス感染症の現状を
詳らかにした上で、少なくとも高齢者施設の入所者、通

所者、できれば職員に対して、無償でワクチン接種を実

施すべきであると強く訴えた。幸いなことに記者会見終

了後、複数の報道機関が本件を記事として取り上げた。

全老健としてもワクチンの無償化を強く求めていきた
い。なぜなら新型コロナウイルス感染症は未だ「喉元にと
どまっている」からである。
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